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緒 言

前報1)で は,人 体皮膚 において ツベル ク リン(以 下

ツと略)反 応 を1ヵ 月間隔で同一局所 に2回 反復 して

ツ反応促 進現象 の様 相を組織学 的に調 べた。 しか し2回

反復では,早 期 の強 い炎 性反応 は認 め られたが,検 診 の

実際上問題になってい る48時 間後 の反応 は,初 回部位

と比較 していまだ強か つた。また ツ反応施行1ヵ 月後 で

は局所 に肉眼 的に も組織学 的に もなお若干 の変化 が認 め

られ,反 応 の反復 に さいして影響 を与 え るのではないか

と懸念 された。それで今 回は ツ反応 を同一局所 に3回 反

復 して,そ の組織学的所見 を2回 反復部位 および 初 回

部位 のそれ と比較観察 した。なお反復の さいの最終 ツ反

応 は前 回の反応の跡が消失 した2ヵ 月以後に行なつ た・

研究方法お よび研究材料

研究材料は胸部手術患者35例 の背 部の皮膚切開部 よ

り採取 した。 ツ反応は2,000倍 旧 ツ液0.1ccを 皮 内

に注射 して行なつた。3回 反復 部位 としては,ツ 反応 を

2～5ヵ 月前に同一部位 に2回 反復 して お き,今 回 さ

らに行 なつた部位 をと り,2回 反復部位 としては,ツ 反

応 を2～5ヵ 月前に行なってお き,今 回再 び行なつた部

位 をと り,ま た初回部位 としては,前 回は ツ反応 を行な

わず,今 回新たに行なつた部位 を とつた。なお対照部 位

としては,ツ 反応を2～5ヵ 月前に行なつたのみでその

後行なわぬ部位 を とつた。3回 反復 部位 の皮 膚の採 取時

間は,第3回 ツ注射 後2,4,12,18,24,48,72時

間 とし,各 時間の例数はおのおの5例 ず つで,計35例

を得た。2回 反復 部位 および初 回す部位 について も,採 取

時間お よび採 取例数は3回 反復 部位 の 場合 と全 く同 じ

に行 なった。 また3回 反復 部位,2回 反復部位,初 回

部位 と もツ注射 後同一時間に,同 一個体 よ り採取 した。

対照部位については22例 について採 取検査 した。

皮膚は10倍 ホル マ リン液 で固定 し,発 赤 および硬結

の中心部 よ りパ ラヒン切 片を作製 し,ヘ マト キ シ リンエ

オ ジン染色,マ ロリー染色,オ ル セイ ン弾力線維染色,

パ ップ鍍銀染色,パ ス染色 を行 なつて調べ た。

成 績

1. 肉眼 的所見

発赤 お よび硬結 の大 きさの時間的経過 には,個 人差 に

よる若干 の動揺が あったが,お およその傾 向を うか がい

知 ることが で きた(図1)。3回 反復部位 では,反 応が

ツ注射2時 間後 に強 く現 われ,以 後徐 々に強 くなつ て12

時間後 に最高 にな り,18時 間以後 は減弱の傾向 を示 し,

48時 間以後は著 し く減弱 した。2回 反復部位 では,反

応は3回 反復部位 とほぼ同様の 経過 を 示 したが,3回

図1 肉眼的所見
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反復部位 と比較す ると2時 間後 は弱 く,48時 間以後は

強かつ た。初 回部位 では,2～4時 間後は 弱かつたが,

時間の経過 とと もに徐 々に増強 して48時 間後には最高

にな り,72時 間後 に減弱 した。

3部 位 の反応 を 比較す ると,初 回部位 では 早期 は弱

く,後 期 には強 くなつ たが,3回 反復部位お よび2回 反

復 部位 では早期 には強 く,後 期 に弱 くな り,と くに3回

反復部位で は48時 間以後 は減弱が著明で,初 回部位 よ

り弱 くなつた。

発赤の色 につい ては,淡 紅色,鮮 紅色お よび暗赤色の

3種 に分 けて観察 し7v。3回 反復部部位では,2(4時 間

後 には,淡 紅色 を呈す る ものがほ とん どみ られず,鮮 紅

色 を呈す る ものがほぼ全例にみ られた。暗赤色 を呈 す る

ものは12時 間後 よ り認 め られ るようにな り,以 後次第 に

増加 して48時 間後にはほぼ全例に認 め られ るようになつ

た。2回 反復部位では,発 赤の 色 は3回 反復部位 とほ

ぼ同様の経過 を示 したが,3回 反復部位 と比較 す ると,

暗赤色 を呈す る ものの出現頻度はやや少なかつた。初回

部位では,2時 間後は淡紅色 を呈 してい る ものが全例に

み られ,鮮 紅色 を呈す る ものがみ られなかつ 縞4時 問

以後は淡紅色 を呈す る ものがほ とん どみ られず9鮮 紅色

を呈す る ものがほぼ全例にみ られたが,暗 赤色 を呈す る

ものは ほとん ど認 め られ なかつた 。また,3回 反復部位

および2回 反復部位 においては,24時 間以後 は発赤周

辺部が淡紅色 ない し褐色調 を呈 して,不 明瞭 になる もの

が多数例に認 め られ たが,初 回部位では ほとん ど認 め ら

れなかつた。

す なわ ち,発 赤の色は初回部位では,2時 間後は淡紅

色 を呈 し,4時 間後 よ り鮮紅色 を呈す るよ うに な り,以

後は色 の程度が徐 々に増 強す る傾向があつたが,暗 赤色

を呈す るま でにはいた らなかつた。3回 反復部位お よび

2回 反復部位 では,早 期 には おおむね 鮮紅色 を 呈 した

が,暗 赤色 を呈 す るものが12時 間後 よ り現 われ始 め,

後期 には多 くなつた。そ して反復 を重 ね るほ ど,暗 赤色

を呈 す るものの出現頻度 が多 くな る傾 向があった。また

反復・部位 では24時 間以後 は発赤周辺部 が減色 す るもの

が多かつ た(表1)。

2. 組織学的所見

組織学 的所見 におい ては,炎 性反応 の程度 をその広 さ

と組織変化 の状態 との2っ の面か ら観察 した。

i)炎 性反応の広 さについて

まず炎性反応の 広 さを 毛細血管 の 拡張充盈,細 胞浸

潤,浮 腫 および膠原線維 の 膨化 の 範 囲に つい て 観察 し

た。毛細血管 の拡張充盈 は乳頭 層および乳頭下層 に認 め

られ,そ の範 囲は発赤 の範 囲 とほぼ一致 してい ることが

認 め られた。また,細 胞浸潤,浮 腫 および膠原線維 の膨

化は乳頭 層お よび乳頭 下層な らびに網 状層に認め られ,

それ らの範 囲は硬結 の範 囲 とほぼ一致 してい ることが認

表1 発赤の色

め られた。炎 性反応 の広 さを,3回 反復,2回 反 復 お

よび初回の部位 について観察 すれば,ま ず3回 反復部位

では,2時 間後に大 き く現 われ,以 後徐 々に増大 して,

12時 間後に最大にな り,18時 間以後 は減少 の傾 向を示

し,48時 間以後は著 し く減少 した。2回 反復部位 では,

3回 反復 部位 とほぼ同様 に糸釜過 したが,3回 反復 部位 と

比 較す ると2時 賜後 は小 さく,48時 間以後 は大 きかつ

た。初回部位では,2～4時 間後 は 小 さかつたが,時 間

の経過 とと もに徐 々に増大 して48時 間後 には最大 にな

り,72時 間後 に減少した。

3部 位の炎性反応の広 さを比 較す ると,初 回部位 では

早期に小 さ く,後 期 に大 き くなつたが,3回 反復 部位 お

よび2回 反復部位では,早 期 には 大 きく,後 期 には 小

さ くな り,と くに3回 反復 部位 では,48時 間以後 は減

少が著明 で9初 回部位 よ り小 さくなっ 。

ii)組 織変化の状態について

組織 変化 の状態 を毛細血管 の拡張充盈,血 流停 止,細

胞浸潤,浮 腫,膠 原線維 の膨化 お よび肥厚 について観察

した。

イ)血 管 および血流 の状態 につい て

乳頭 層および乳頭下層 における毛細血管の拡張充盈の

程度 は,3回 反復部位 では,2時 間後 は中等度で あつ た

が,4時 間後 の炎性反応 の強 い時期 には軽度 になっ た。

以後 は徐 々に増強 して,18時 間後 よ り ほぼ 全例が中等

度 になつた。2回 反復部位で は,3回 反復部位 とおおむ

ね同様で あつ た。初回部位では,2～4時 間後は 軽度で

あつ たが,12時 間以後は強 くなつた。

以上の ごと く,毛 細血管 の拡張充盈の程度は,3部 位

と もおお むね同様の経過 を示 したが,4～12時 間後 の早

期の血管の拡張状態 は3回 反復部位お よび2回 反復部

位 と初回部位 とでは本質的に異なつてい るように思 われ

た。すなわ ち,反 復 部位では,4～12時 間後 には炎 性反
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応が強 く起 こつてい るにかか わ らず,」血管 は周 囲に浮腫

を伴 うためか,む しろ拡張が妨 げ られ てい るよ うにみ え

た。初 回部位で は,4～12時 間後 は炎性反応が弱 く,」血

管の拡張 も軽度で あるよ うに愚われ た。

血流停止は,3部 位 と もに4時 問後 よ り認 め られ始

め,12時 間後 よ りほぼ全例に認 め られ るよ うに なつ た。

血流 停止の程度は,3部位 と もに早期 は軽度で,時間 の

経過 とと もに強 くなった。 また,3部 位 を比較す ると,

その出現頻 度,程 度 と もに3回 反復部位 と2回 反復 部

位の間にはほ とん ど差が認 め られ なかつたが,3回 反復

部位 と)初回部位 とでは3回 反復部位の ほ うが若 干 強か

つた。肉眼的所見において,反 復部位の反応が12時 間

以後に暗赤 色 を呈す ることが多かつたが,組 織学的所見

において,血 流 停止が これ と平行 して認 め られ,両 者の

間には関係があ ると思 われた(表2)。

表2 血流停 止

ロ)細胞浸潤 の状態 について

細胞浸潤の密 度について:細胞 浸潤 の密度 に ついて

は,毛細 血管周 囲にわずか に存在 す る程度,巣 状,軽 度

表3 細胞浸潤の密
度

注:+++高 度瀰漫性

+軽度瀰漫性
+巣 状

±血管周囲に細胞浸潤がわずか 存在すする程度

瀰漫性,高 度瀰 漫性に分 けて観察 した。細胞浸潤の密 度

は,3回 反復部位では,2時 間後は軽度瀰漫性 を呈 し,

4～12時 間後には増 強 して,高 度瀰 漫性を呈 す る例 が多

かつた。18時 間後はやや減弱の傾 向があつたが,な お高

度瀰 漫 性の ものが存在 した。48時 間後には 著 明に減 弱

して,集 団化 の傾 向が現われ,軽 度瀰漫 性ない し巣状 を

呈す るようになつた。2回 反復部位 では,3回 反復部位

とほぼ 同様 の 経過 を 示 したが,3回 反復部位 と比べ る

と,2時 間後は弱 く,巣 状を呈 し,48時 間後 は やや強

く,軽 度瀰 漫性 を呈 した。初 同部位 では,2～4時 間後

に血管 周囲にわずかに存在 し,12時 間後 よ りよ うや く

巣状 にな り,以 後徐 々に増 強 して,48時 間後 には 大 部

分の例が軽度瀰漫性 を呈す るよ うになつた。

網状層 において は,3部 位 と も,い ずれ も細胞浸潤は

と くに汗腺周 囲に認 め られ,そ の経過 はおおむね乳頭 層

お よび乳頭下層の それ と平行 していた。 また,細 胞浸潤

は,乳 頭層お よび乳頭下層 と比校す ると,3回 反復 部位

お よび2回 反復部位では早期 は やや弱かつたが,初 回

部位では同程度で あつた。

3部 位の細胞浸潤の程度 を比較す ると,初回 位では

早期 に弱 く,後 期に強 くなつたが,3回 反復部位 お よび

2回 反復部位では9早 期には強 く,後 期 には弱 くな り,
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とくに3回 反復部位 では,48時 間後 には減 弱が著 明で

初 回部位 よ り弱 くなつた(表3)。

遊 出細 胞について:遊 出細胞 の種類 については,乳 頭

層 あ るいは乳頭下層 の細胞浸潤 の多い と ころを選 び,毛

細血管周 囲の細胞 を数 えて分類 し,各 細胞 の比率 の算術

平均 を とつた(図2)。 好 中球 は,3回 反復部位 で は,

2時 間後 は約40%を 占め,4時 間後 に は 増 加 し て

45～50%に な り,12時 間後 はやや減少 し,18時 間後

よ り比較的急速 に減少 し,24時 間後 は20～25%と な

り,そ の後徐 々に減少 して48時 間後 は15～20%と

なつ た。2回 反復部位で も同様 に経過 した。初回部位に

おい て もほぼ同様 に経過 したが,3回 反復部位 に比較す

ると早期 は一般 にやや低率で あった。 すなわ ち2時 間

後 は約30%で,4時 間後 には増加 して約50%と な

り,以 後 は比較的急速 に 減少 し て18時 間後 は20～25

%と な り,24時 間後 は約20%に なつ た。

図2 好 中球 および大小単核細胞 の比率

大小単核細胞 は,3回 反復部位で は,2時 間後 は約55

%を 占め,4～12時 間後 は減少 して約45%に な り,

以後 は比較 的急速 に増加 して,24時 間後 には 約70%

とな り,そ の後 も徐 々に増加 して48時 間後 は75～80

%と なつた。2回 反復部位で も同様に経過 した。初回部

位において も,早 期 はやや高率で あつ たが,お お むね 同

様 の経過で あつた。

以上の ごと く,遊 出細胞 は3部 位 と も ほぼ同様の 経

過 を示 し,2～18時 間後は 好中球 が 主役 をな し,24時

間後 よ り大小単核細胞 が大部分 を占め るよ うになつた。

3部 位 を比較 す ると,3回 反復部位 と2回 反復部位 の

間 では著差が な く,3回 反復部位 と初 回部位 とでは,3

回反復部位 のほ うが 好 中球が 早期 には やや 高率 であっ

た。

ハ)浮 腫 および膠原線維の状態 につい て

浮腫の状態 につい て:浮 腫 はその程度 によ り高度 と軽

度 に分 けて観察 した。浮腫 は3回 反復部位 では,2時

間後 よ り高度 で,4時 間後 には さらに強 くなつた。以後

はやや減弱す る傾向 を示 しなが らも,24時 間後 まで ほ

ぼそのままの状態で持続 し,48時 間後 には 著 明に 減弱

して軽度 になつた。72時 間後 は さ らに 減 弱 していた。

2回 反復部位 では,3回 反復部位 とほぼ同様 の経過 を示

したが,3回 反復部位 に 比べ ると,2時 間後 は やや 弱

く,48時 間後 にはや や強か つた。初 回部位 では,2～

4時 間後 は軽度 で,12時 間後 よ り増強 して 高度 とな り,

48時 間後 まで強 く続 いた。 しか し48時 間後 に やや減

弱 の傾向が認 め られ,72時 間後 は全例 が 減 弱 して 軽度

になつた。す なわち,浮 腫 は初 回部位 では,2～4時 間

後 の早期 は軽度 で時間の経過 とともに徐 々に強 くなつた

が,反 復部位 では,2～4時 間後 の早期 には強 く現 われ,

後期 には減弱 し,反 復 を重 ね るほ ど浮腫 の早期増強,後

期減 弱が明 らか にな る傾 向があつた(表4)°

表4 浮腫

注:++高 度
+軽 度

膠 原線維 の状態 について:膠 原線維 については,そ の

膨化 および肥厚 について調べ た。また,膠 原線維 の膨化

および肥厚 によ る線維 の太 さの程度 につい て は,線 維

の太 さの程度が軽度 で,健 康部 と比較 して太 くなつてい

るのが見分 け られ る程度 の ものを(+),太 さの 程度が

高度で,線 維間隙が きわ めて 狭小の もの を(帯),太 さ

の程度が中等度,す なわ ち(+)と(+++)と の中間の も

の を(軒)と して記載 した。

膠原線維 の状態 については,3回 反復部位で は,2～

4時 間後に軽度の膨化 を 約 半数例に認め,m時 間後 に

軽度の膨化 を ほ ぼ 全 例に 認 め るよ う に な り,18～
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24時 間後 に中等度 の膨化 を約半数例 に 認 めるよ うに な

つた。48時 間後 には,膠 原線維は 輪廓が明瞭に な り,

肥厚 とい うべ き状態 を呈 し,中 等度の肥厚 を大部分の例

に認 めた。72時 間後 は高度の肥厚 を 大部分の例に 認 め

た。2回 反復部位 では,3回 反復部位 に比べ ると,線 維

の膨化 および肥厚 の程度 は全般 にやや弱 く,ま た48時

間後 には肥厚 を約半数例 に認 めたにす ぎなかつた。初回

部位 では,膨 化 を12時 間後 よ り約半数例に認 め,以 後

時間 の経過 とと もに徐 々に増強 し48時 間後には大部分

の例 に認 めるよ うになつ たが,膨 化の程度は軽度にす ぎ

なかつた。 また初回部位に おいて も,48時 間後に 肥厚

の状態 を呈 した例 を認 めたが,3回 反復部位 に比 して そ

の数 は少 なかつ た。72時 間後は 中等度ない し 高度の肥

厚 を認 めた。

以上 のごと く,膠 原線維の膨化の程度は,3部 位 と も

2～4時 間後 は弱 く,時 間の 経過 とと もに 強 くなつた。

そして反復 を重 ね るほ ど,線 維 の膨化 および肥厚 の程度

が強 くな り,ま た48時 間後に膨 化か ら肥厚 へ移 行す る

例が多 くな る傾向があった(表5)。

表5 膠原線維の太 さ(膨 化 お よび肥厚)

注:+++線 維の太さの程度が高度で,線 維間隙がきわめて狭

小のもの

+太 さの程度が軽度で,健 康部 と比較して,太 くなつ

ているのが見分けられる程度のもの

++太 さの程度が中等度,+++と+の 中間のもの

ニ)対 照 部 位 に つい て

対 照 部 位 につ い て は,ツ 反 応 後2～5ヵ 月 の22例 に

つ い て調 べ た。 肉 眼 的 に は,淡 褐色 の色 素 沈 着 を2ヵ 月

後 の2例 に認 め た が,2ヵ 月 以上 の他 の2b例 で は認 め な

か つ た 。組 織 学 的 に は と くに 変 化 を 全 例 に 認 め なか つ

た 。

図3 炎症の大きさと好中球,大 小単核細胞の
量の時間的経過を示す模型図

以上の成績 において,炎 性反応は初回部位 では早期 に

弱 く,後 期 に強かつたが,反 復部位 では早期 には著 しく

増強 し,後 期 には減 弱 していた。 そして反復 を重 ね るほ

ど,炎 性反応の早期 増強,後 期減 弱が明 らか にな る傾 向

があ り,48時 間後の反応 は,3回 反復部位 では初回部

位 よ り弱 くなっていた。

総楯お よび考案

胸部 手術 患者の背部 に,ツ 反 応を 同一局所 に3回 反

復お よび2回 反復 し,ま た初 回部位 に も 行ない,手 術

時に同時に皮 膚を 採取 し,ツ 注射後2時 間か ら72時

間にわた つて各部位 の組織像 を比較観察 した。

肉眼 的所見 につい ては,反 応 は3回 反復 部位 では,

2時 間後 よ り強 く現 われ,12時 間後 まで 徐 々に 強 くな

り,18時 間以後 は徐 々に減弱 し,48時 間後 には著明 に

減弱 した。2回 反復部位 では,3回 反復部位 とほぼ同様

の経過 を示 したが,3回 反復部位 に比べ ると,2時 間後

は弱 く,48時 間以後 は強か つた。初 回部位 では,2～4

時間後は弱 く,12時 間後 よ り徐 々に強 くな り,48時 間

後には最高 になつた。

以上の ごとく,反 応 は初 回部位 では,早 期 は弱 く,後

期 に強 くなつたが,3回 反復部位 および2回 反復部位

では,早 期 には強 く後期 には弱 くな り,と くに3回 反

復部位 では,48時 間以後 減弱が著明で,初 回部位 よ り

弱 くなってい ることを認 めた。そしてこれ は増村2),寺

田3),池 上4)が 前膊 あ るいは背部 で 行 なつた 実験の成

績 と同 じであつた。

組織学的所見については,3回 反復部位 では,乳 頭 層
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および乳頭下層の毛細血管 の拡張充盈 は4～12時 間後

は軽度で あつた が,時 間の 経過 とと もに 徐 々に 増強 し

た。乳頭層お よび乳頭下層な らびに網 状層の細胞浸潤は

2時 間後 よ り強 く現われ,4～12時 間後は増 強 し,18時

間後 よ り減弱 に向かい,48時 間後に 著明に 減 弱 した。

遊出細胞は2～18時 間後は好中球 が主役 をな し,24時

閥以後は大 小単核 細胞が多 くなつた 。浮腫 は2時 間後 よ

り強 く現われ,24時 間後 までほぼ そのままの 状態 で持

続 し,48時 間後に著 明に減 弱 した。 膠原線維に ついて

は,膨 化 は2～4時 間後 は軽度 であつたが,時 間の経過

とと もに増 強 した。そ して48時 間後 には,膠 原線維 の

輪廓 が明瞭 にな り,肥 厚 の状態 を呈 した。血流停止 は4

時間後 よ り現 われ,時 間の経 過と と もに 徐 々に 増強 し

た。2回 反復部位 では,毛 細血管の 拡張充盈,細 胞浸

潤,遊 出細胞 の比率,浮 腫,膠 原線維はの膨化お よび血流

停止等 の組織変化 は,お わ むね3回 反復部位 と 同様の

経過 を示 したが,組 織変化の早期の増強 と後期 の減弱の

程度 はと もに3回 反復部位に比 して 弱かつた 。 初回部

位で は,諸 組織変化は2～4時 間後 は きわめて軽度で,

12時 間後 よ り徐 々に強 くな り,48時 間後 に最高 になつ

た。

以上の成績 にわいて,炎 性反応 は掬」回部位 では早期 に

弱 く,後 期 に強かつ たが,反 復部位では早期 には著 し く

増強 し,後 期 には減 弱 していた。そ して反復 を重 ね るほ

ど炎 性反応の早期増 強,後 期減弱 が明 らか にな る傾 向が

あ り,48時 閥後の反応 は,3回 反復部位 では 初 回部位

よ り弱 くな ることが認 め られた。

また炎 性反応 の強 さは,細 胞浸潤 の量 および遊 出細胞

の比 率か らみ ると,図3の 模 型図の よ うにな り,反 復

を重 ね るほ ど早期 の好 中球 性の反応 が増強 し,後 期 の大

小単核細 胞性の反応 が著 明に減弱 す るよ うにな ると考 え

られた。

なお,本 促進現 象 の本態 に関して,教 室 の宮下5)は,

Chaseの 方法に よ り,ツ ・ア レルギーの被働性移入 を行

なって調べ てい る。す なわち,ヅ 反応 を,死 菌流 パ ラワ

クチ ン感作 モル モ ッ トの腹腔 内細胞 を腹腔内に注射 され

たモル モ ッ トに行 ない,1～2週 後に再び 同一部位に ツ

反応 を 反復す ると,早 期に 強い 反応が起 こることを認

め,こ れが ヒ トの ツ反復部位にみ られ る早期 の反応 に相

当す ると考 えた。そして この実験か ら反復部位の促進現

象 は局所の感作状態 の変化 に よる もの と考 えてい る。

結 論

胸部手術患者の背 部に,ツ 反応 を同一局所に3回 反復

お よび2回 反復 し,ま た初回部位 に も行ない,手 術 時に

同時にご皮膚 を採 取 し,ツ 注射後2時 間か ら72時 間 に

わた つて各部位 の組織像 を比較観察 した。

1)炎 性反応 については,3回 反復部位 では,早 期 に

は著 しく増 強 し,後 期 には著 明に減 弱 した。2回 反復部

位 では,3回 反復部位 とほぼ同様 の経過 を示 したが,早

期 の増 強 と後期 の減 弱の 程度 は ともに3回 反復部位 に

比 して弱か つた 。初 回部位 では,早 期 には弱か つたが,

時間の経過 とともに徐 々に強 くな り,48時 間後 に 最大

になつた 。

2)以 上 のご とく,炎 性反応 は,初 回部位 では早期 に

弱 く,後 期 に強かつた が,反 復部位はでは早期 には著 し く

増強 し,後 期 には減弱 していた 。そ して反復 を重 ね るほ

ど炎性反応 の早期増強,後 期減弱が 明 らかに な る傾向が

あ り,48時 間後 の 反応 は,3回 反復部位 では 初 回部位

よ り弱 くなつ ていた 。
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